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滴・tiE種類

申和滴定
　　〃
　　〃　　　／

〃

　　〃
酸化還元滴定

　　　〃

　　〃

沈澱滴定

被滴定液

！

N／500　H2SO4

N／50　H2SO4

N／100　HAc

N／100　NaOH

N／100　NH40H

N／100012

N／200Ce（SO4）2

N／100　Na2S203

N／50NaCl

滴定液

N！10HaOH

NNaOH
N，2NaOH
N／2　H2SO4

1N／2　H2so4

N／1Q　Na2S203

］N「／10FeSO4

N／2　KMnO4

N／2　AgNO3
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電位差滴定

クロム酸カ　リ

，　（4）精度も手動

法に比して良好であ．

．り個人誤差をのぞき

得る．

　　（5）　滴定堂量鮎

だけが記録されるの

’で一般の工場分析に

適している．

　　なおこの法を利用

　して滴定c（9藪を直’

接歎字で表示するこ

　とができるが，それ

　らについてはさらに
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　　以上のように自動示差滴定装鉾を試作し，その實施例

　について述べtcが終りにこの法の特長とする鮎をあげる，

　と
　　（1）装置，操作共に從來の自動滴定装置に比して簡

　箪であり，艇來の装置の約牛分位の費用で製作できる．
L

　　（2）甘泳電極，塞天橋等を使用することなく，簡輩

　な白金電極の組合せで滴定できる．

　　（3）、中和，酸化還元，沈澱等の諸滴定に恋用できる．

　　　　　　　　　　　自動制御系周波歎

　　　　　　　　　　　特性の一測定法
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　自動制御系の各部分が，異つた周波数に封してどのよ

うな磨答を示すかを測定することは，系の安定度あ推定

や，観調防止封策を考えるために大切である．この特性

を表示し整理するのには，周波数で目盛をつけた出力の

大きさと位相を示

すベクトル軌跡を

用いるのが最も便

利と思われる．と

ころで，藁っの系

に，ある入力を與

え，それに封する

出力からベクトル

軌跡を計算する方

法は，すでに種々

f
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實瞼を行つている。

　この實瞼に當り御指導を賜つた高橋武雄教授，装置部　属

品の悪與をいただいtcee見ソ・一ダ株式會肚大久保薫氏に

厚く謝意を表する．（26．10．4）
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考えられている（1）．例えば，入力として翠位函敷波形と’

＼

」

や

典

ρ

熱

　　、蕊

葱

　　　　　　　　　　丈　　　献

　（1）J．」．Lingane；Ana1．　chem．20，285（1948）

　　　菊池眞一，坂口喜堅；生産研究3総4號161（1951）
　　　Daul　Delahay；Ana1．　chこm．20，1212（1948♪
　’　　】H．A．　Robinscn；Trans．　Electrochem．　Soc．92．　“5（1947）

　　　DJ。　Pompeo；Instruments　16，402，440（1943）

　（2）Maclnnes；J．　Am．　chem．　Soc．51，1119（192S＞

　（3）0．H．　Shmitt；J．　Sci．　Instruments　18，24（1938）

か，衝撃函数波形とかを用いる方法等である．しかし，

入力の攣敷が電歴等の場合にはこの方法もよいが，液面，

流量，温度，位置等の場合には，この方法が探用しにく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zaいことがある．そこで，ヵム機構等を用いて入力を與え

その出力から計算でベクトル軌跡を求めようと塑時，

最も適當と思われる波形を見出したので報告する．S・「

　第k固にその波形を示す・この波形が，これに類似す

る他の波形（例えば正弦波の宇波一山，誤差函数の山の

部分等）に比しすぐれている鮎は，圖のt＝　oおよび

’一・にお・・て・髪一・・なつているこ・働・れが

カム機構で入力を輿える場合等最も重要なヒとである．

　筆者等は，この入力により得られた出力波形を用い，

ベクトル軌跡を計算する公式革にその薮値計算法を見出

した．一方，入力波形の周波歎成分を槍討し，輩位函敷

のそれと比較して見ることにより，第1画の波形の方が

利とする鮎の多いことも見出した．なお，第1圃のτの

定め方についても検討した．これらは折を見て襲表する

つもりである．（26．0．’8）

　（1）　1951・8・27機械學會’第4．同講議曾，中田孝氏「傳逡画救とi過渡

　　　レスポンスの關係，計算法J等
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